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OPEN-R SDKによるAIBOのプログラミング
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OS : Windows 2000 Professional/XP















































































































































































































































































































































HS ADJUSTING DIFF JOINT VA工｣UE′
HS MOV工NG TO ZERO POS′
HS SWING HEAD YES′







































static const size t NUN COMMAND ⅦCTOR -　27

































static const word ROLL IGAtN　　　　　- OxOOO8,･
static const word ROLL α;A工N　　　　　- OxOOOc,･
statlc const word PSHIFT　　　　　　　　- OxOOOe;
statlc const word ISH工FT　　　　　　　　- OxOOO2J
stat土c const word DSHIFr　　　　　　　　- OxOOOfJ
stat土c const　土nt ZERO POS MAX COUNTER　-　167
HEADState headState;



















































































































OStatus YESNO: :Do工n土t(const OSystemEvent&
eventH
NEW ALI｣ SUBJECT AND OBSERVER;
REGISTER ALL ENTRY;
SET AI｣I｣ READY AND NOTIFY ENTRY;
OpenPr土m土t土ves () ;
NewComandVectorData () ;

















































(vold* ) CmdVecData ′
CmdVecData->VectorInfo. totalSize) ,･
CmdVecData->SetNumData (NUN_JO工NTS) ∫




































































DEASSERT READY TO AI｣1 0BSERVERJ
return OSUCCESSJ
)
OStatus YESNO: : DoDestroy(constOSystemEvent&
event) (
DELETE ALL SUBJECT AND OBSERVER;
return OSUCCESSJ
)














MovingResult YESNO: :AdjustDiffJointValue () I




































void YESNO: :SetJointValue (RCRegion*　rgn,
土nt　土dx′　double start. double end)(
OCommandVectorData★CmdVecData-











































































HS SWING HEAD YESJ
土f(C【0]-ニーn') headState　-
HS SWtNG HEAD NO,.
if(cl0]--'sT) headState　-　HS_FINISH,.
RCRegion*　rgn　-　FindFreeRegion() ;
SetJointValue(rgn, TILTjNDEX, 0･0, 0･0) ,.
SetJointValue(rgn, P如しINDEX′　0･0, 0･0) ,･




else if (headState -- HS_SWING_HEAD_YES H
headState -- HS SWING_HEAD_NO‖
MovingResult r　-　SwingHead(),･
69






OBootCondlt10n bootCond (ObcbPAUSE_SW) ∫


















Vold YESNO: :SetJolntGa土n() i
OPENR: :EnableJointGain (jointID lTILT_INDEX] ) ,.
OPENR: :SetJointGain (jointIDlTILT_INDEX] ,
TILT PGAIN,TILT　=GAIN,TILT DGAIN,
PSH工FT′　ISHIFT′　DSHIFT);
OPENR: :EnableJo土ntGaln (〕○土nt工D [PAN_工NDEX] ) ∫
OPENR: :SetJo土ntGa土n (jolntID[PANJNDEX] ′
PAN PGAIN′PAN IGA工N′PAN DGAIN′
PSH工FT, ISHIFT. DSHIFT);
OPENR: :EnableJolntGa土n (〕olntID [ROII｣_INDEX日J
OPENR: : SetJolntGaln Holnt工D[RO1｣工｣_工NDEX] ′













Mov土ngResult YESNO: :MoveToZeroPos () (
stat土C　土nt counter　ニ　ー1;
stat土c double s tilt, d tlltJ
static double s_pan′　d panJ
static double s_rollr d roll･･
土f (counter　-ニ　ー1) (
OJo土ntValue currentJ
OPENR: :GetJointValue (jointID [TILTーINDEX] ,
&current) ∫
s tilt - degrees (current.value/1000000.0) ;
d tilt-(0･0-S_tilt)/(double)ZERO
POS MAX COUNTERJ
OPENR: :GetJo土ntValue (〕olntID[PAN INDEX] ,
&current) ;
S_pan - degrees (current･value/1000000 ･0) ,･
d pan　- (0･0　-　S_pan) /
(double) ZERO_POS_MAX_COUNTER;
OPENR: : GetJointValue (j ointID lROLL_INDEX] ,
&current) ;
S_rol上 - degrees (current･value/1000000 ･ 0) ;











subjectlsbjMove] ->SetData (rgn) ,I





return (counter　--　ZERO POS MAX COUNTER) ?
MOVING F工NISH : MOVING CONTJ
)
















RCReglon* YESNO: :FlndFreeReglon() i






































































SetJointValue(rgn, TILTJNDEX, 0･0, 0･0);
SetJointValue (rgn, PAN_INDEX,
(double)prevphase′ (double)phase) ∫
SetJointValue(rgn, ROLL_INDEX, 0･0, 0･0);
sub〕ect [sb〕Move卜>SetData(rワn) ;
sub〕ect [sb]Moveト>Not土fyObservers () ;
)



































MKBIN-S (OPENRSDK_ROOT) /OPEN R/b上n/mkbln










-ⅠS (OPENRSDK_ROOT) /OPEN R/include/R4000 ¥
-IS (OPENRSDK_ROOT) /OPEN R/include/MCOOP ¥
-ⅠS (OPENRSD王くーROOT) /OPEN 良/include
.PHONY: all install clean
al上: YESNO.b上n
%.o: %.cc
S(CXX) S(CXXFLAGS) -o S@　-c S^
YESNOStub.cc: stub.cfg
S(STUBGEN) stub.cfg
YESNO.bin: YESNOStub.o YESNO.o YESNO.ocf





























YESNOStub.h YESNOStub.cc def.h entry.hなどのファイ
ルやスタックサイズなどが記述されているYESNO.ocf､
mkbinが自動生成するYESNO.snap.cc YESNO.snap.elf
YESNO.nosnap.elf YESNO.rel.elf YESNO.o YESNO.snap.o
YESNO.stub.onなどの中間ファイル､最終的に生成される
実行可能ファイルYESNO.binが消去される｡
次にサンプルプログラムのPowerMonディレクトリにコ
ンパイル済みの実行ファイルPOWERMON.BINがある14の
で､それもAIBOメモリスティックの/OPEN-R/MW/OBJS
フォルダにコピーしておく｡
最後に以下のようなテキストファイルOBJECT.CFGを作
成し
/MS/OPEN-R/MW/OBJS/POWERMON.BIN
/MS/OPEN-R/MW/OBJS/YESNO.BIN
Prog.20　0BJECT.CFG
AIBOメモリスティックの/OPEN-R/MW/CONFフォル
ダに保存する｡以上でメモリスティックへのファイルの保
存は完了である｡
実行はAIBO本体にメモリスティックを装着した上で､
本体のポーズスイッチを押す｡しばらく待ってリモートコ
ンピュータのコマンドプロンプトから
telnet 192.168.ll.24　59000
とAIBOのポート59000番にtellletをかけると､ AIBOの状態
を示すメッセージが画面上に表示される｡ AIBOは首を原点
に移動した上で､画面にcommand->と表示し入力待ちにな
るので､ `y'と入力すれば首を前後方法､ `n'と入力すれ
ば左右方向に動かした上で､再び入力待ちになる｡終了さ
せたい場合には､ `S'を入力すればよい｡
7.おわUに
本稿では､動物型ロボットであるAIBOのプログラミン
グについて､環境構築から､プログラムの作成法､実行法
などについて述べた｡
さて､本稿が掲載されるネットワーク&インフォメーシ
ョン第8号は､故高津信三教授の追悼特集号である｡実は筆
者がAIBOに取り組んだきっかけは､高津先生のアドバイ
スであった｡高津先生のご専門は経営システム工学であっ
14　Makefileもあるのでコンパイルして作ってもよい.
OPEN-R SDKによるAIBOのプログラミング
たが､ハードウェアを好まれパソコンの自作などにも古く
から取り組まれていた｡ ｢これからのネットワーク情報学部
の学生は､経営･経済系のプログラミングだけでなく､も
っとハードウェア寄りのプログラミングを経験する機会が
あるべきだ｣というお考えをお持ちで､ ｢SONYのAIBOを
少し調べてみたらどうか｣というご教唆がきっかけなので
ある｡本稿を読んでこの種のプログラミングに興味を抱い
てくれる学生がいたならば､きっと高津先生も喜ばれるこ
とと思う｡
最後に少しだけ､高津先生の思い出を記しておこう｡ネ
ットワーク情報学部の設立は､筆者が経営学部選出の委員
として｢新･21世紀構想会議｣に提出した｢新学部設置に
関する意見書｣を契機としている｡意見書を提出したのは､
平成11年の7月であったが､その内容はそれに先立つ3月
に､筆者の研究室において高津先生､斎藤雄志先生､佐藤
創先生らと相談をした結果に基づいて作成されたものであ
った｡その後､高津先生は､当時の出牛正芳学長を委員長
とする｢新学部設置委員会｣の委員長代理として､学部設
置の実質的な中心として尽力され､学長の指名により初代
ネットワーク情報学部長に就任されたわけである｡典型的
な学者肌であった先生は､学内政治には全く興味を持たれ
ていなかった方であったので､学部長就任を命ぜられたと
きの当惑された表情は今でもはっきりと記憶に残っている｡
しかしながら､高津先生はリーダーとして傑出した才を持
たれていた｡物事を決断する前には周囲の意見に真撃に耳
を傾け､一旦決断するとどのような抵抗があろうとも決し
てぶれることがなかった｡それは自分のプライドを守るた
めなどではなく､何よりもこれからの大学のあり方を考え､
そして学部の利益を考えてのことであった｡大学において
は新しいことを始めようとすれば､必ず反対意見がでる｡
そして､その意見にもそれなりの理があることは多い｡し
かし､それに屈していたのでは何も変えることはできない｡
高津先生のリーダーシップがなければ､ネットワーク情報
学部が出来ることはなかったろう｡同時に筆者は､もし新
学部設置に関わらなければ､高津先生が病に倒れられるこ
とはなかったのではないかとの思いを禁じえない｡
最後にお会いしたのは､昨年の2月だった｡病気療養のた
め学部長を辞任され､非常事態ということで､ご高齢にも
かかわらず後任を快く引き受けてくださった坂本賓先生に
ご挨拶に来られたときである｡学部設置後は満足なお手伝
いも出来ず､ご負担をお掛けしたことをお詫びする筆者に､
｢いやあ､今度のことは仕事とは関係ありませんよ｣と微笑
んで下さったが､元々細身であられた先生のズボンの隙間
から出ていた足が､女性の手首のようになっておられたの
を見て一瞬言葉を失った｡お見舞いに伺いたいと思いなが
らも､とうとう最後までその勇気が持てなかった｡最も尊
敬する大学人の一人であった先生を失ったことを､心から
残念に思う｡
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